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近
ご
ろ
眠

る
前
に
コ
ト

ワ
ザ
辞
典
を

拾
い
読
み
し

て
い
る
が
、
中
々
面
白

い
。
ア
ベ
政
治
を
見
て
き

て
「
嘘
つ
き
は
泥
棒
の
始

ま
り
」
を
思
い
つ
く
が
ど

う
だ
ろ
う
。
失
礼
だ
け
ど

▼
ア
ベ
一
味
の
好
き
そ
う

な
コ
ト
ワ
ザ
を
拾
っ
て
み

た
。「
よ
ら
し
む
べ
し
、

知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」「
理

屈
と
膏
薬
は
ど
こ
へ
で
も

つ
く
」「
無
理
が
通
れ
ば

道
理
引
っ
こ
む
」「
地
獄

の
沙
汰
も
金
次
第
」
「
雪

隠(

せ
っ
ち
ん)

で
饅
頭
」

「
絵
に
描
い
た
餅
」「
後
は

野
と
な
れ
山
と
な
れ
」「
人

の
噂
も
七
十
五
日
」
な
ど

▼
嫌
い
そ
う
な
の
は
「
口

は
災
い
の
元
」「
問
う
に

落
ち
ず
語
る
に
落
ち
る
」

「
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
」

「
獅
子
身
中
の
虫
」「
民
の

声
は
天
の
声
」「
天
網
恢
々

疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」
な

ど
▼
共
謀
罪
法
案
強
行
採

決
の
仕
方
、
閣
僚
・
側
近

連
中
の
言
動
、
豊
田
某
議

員
の
秘
書
へ
の
暴
言
暴
行

等
々
ひ
ど
過
ぎ
る
。
こ
ん

な
内
閣
は
早
く
倒
さ
な
け

れ
ば
日
本
は
破
滅
す
る
だ

ろ
う
。
腹
に
た
ま
っ
た
怒

り
を
政
府
与
党
に
ぶ
つ
け

よ
う
。
様
々
な
手
段
で
訴

え
て
ア
ベ
内
閣
退
陣
の
世

論
を
盛
り
あ
げ
よ
う
。
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と
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
首
相
は
ウ
ソ
つ
き
だ

と
考
え
る
人
が
筆
者
だ
け

で
な
く
、「
日
本
会
議
」

系
の
人
達
を
除
け
ば
、
国

民
の
安
倍
内
閣
不
信
任

は
、
多
数
派
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
証
明
の

一
つ
は
、
安
倍
内
閣
の
支

持
率
が
急
落
し
、
不
支
持

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　　

マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査

は
、
各
社
の
都
合
に
よ
り

設
問
な
ど
で
操
作
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
限
度
が

あ
り
ま
す
。
今
度
の
場
合

は
、
自
民
党
の
御
用
新
聞

と
言
わ
れ
て
い
る
社
の
調

査
で
も
、
軒
並
み
下
落
し

て
い
ま
す
か
ら
信
用
し
て

も
、
そ
う
大
き
な
間
違
い

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

安
倍
内
閣
の
支
持
率

は
、
朝
日
新
聞
が
41
％
、

（
マ
イ
ナ
ス
６
ポ
イ
ン

ト
）、
読
売
新
聞
は
49
％

（
マ
イ
ナ
ス
12
ポ
イ
ン

　

「
饒

じ
ょ
う
ぜ
つ

舌
と
は
、
言
葉
の

死
骸
の
華
や
か
な
葬
列
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

饒
舌
で
あ
る
こ
と
で
、
い

か
な
る
真
理
も
、
輪
転
機

の
速
度
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
る
と
、
虚
偽
に
変
化
し

て
し
ま
う
」。
こ
れ
は
あ

る
文
化
人
の
言
葉
で
す

が
、
筆
者
に
は
、
安
倍
晋

三
首
相
の
国
会
答
弁
な
ど

　

首
相
の
旧
来
の
友
人
だ

と
い
う
加
計
孝
太
郎
・
加

計
学
園
理
事
長
は
、
私

達
の
千
葉
県
に
も
「
千

葉
科
学
大
学
」
を
設
立

（
２
０
０
４
年
）
し
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
は
銚

子
市
で
す
。

　

銚
子
市
政
の
関
係
者
は

最
初
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
が
多
く
の
市
民
は
深
く

は
知
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
（
安
倍
首
相
は
、
大
学

創
立
10
周
年
に
来
て
い
ま

す
）。

　

誘
致
し
た
時
の
市
長

は
、
野
平
匡
邦
氏
で
し
た

が
、
野
平
氏
は
、
旧
自
治

省
出
身
で
岡
山
県
副
知
事

の
時
代
に
加
計
理
事
長
の

政
治
的
系
列
の
一
員
と

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
書
く
ゆ
と
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

が
行
っ
た
誘
致
の
条
件

は
、
①
敷
地
の
８
割
の

９
・
８
㌶
を
学
園
に
無
償

貸
与
、
②
92
億
円
超
の
建

設
助
成
金
を
出
す
（
議
会

側
の
反
対
で
最
終
的
に
は

77
億
５
千
万
円
に
）。

　

そ
し
て
現
状
は
、「
年

間
69
億
円
」
の
見
込
み
の

経
済
効
果
は
、
３
分
の
１

以
下
で
市
の
財
政
は
破
綻

状
態
で
す
。

　

市
は
助
成
金
の
大
半
を

地
方
債
で
賄
い
、
利
息
を

含
め
、
毎
年
約
４
億
円
を

返
済
。
支
払
い
は
今
後
９

年
間
も
続
く
と
い
う
。
首

相
の
仲
間
の「
教
育
企
業
」

は
、
市
民
の
税
金
で
発
展

し
て
い
る
の
で
す
。

　　

さ
ら
な
る
内
閣
不
信

は
、
安
倍
首
相
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
「
森
友
学

園
」
と
「
加
計
学
園
」
問

題
で
す
。
こ
れ
ら
の
進
展

に
よ
っ
て
は
、
安
倍
内
閣

の
存
亡
に
つ
な
が
る
事
件

ト
）、
毎
日
新
聞
は
36
％

（
マ
イ
ナ
ス
10
ポ
イ
ン
ト
）

で
し
た
。
さ
ら
に
安
倍
首

相
に
対
す
る
不
信
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
違
憲
立
法
の

秘
密
保
護
法
、戦
争
法
制
、

そ
し
て
共
謀
罪
の
議
会
制

民
主
主
義
を
無
視
し
た
強

行
採
決
で
し
た
。

　

６
月
15
日
早
朝
、
自
民

公
明
の
安
倍
与
党
と
維
新

の
会
は
、
共
謀
罪
法
案
（
組

織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
）

を
参
議
院
法
務
委
員
会
で

の
審
議
途
中
の
ま
ま
、「
中

間
報
告
」
と
称
し
て
、
同

法
案
を
強
行
採
決
で
成
立

さ
せ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

こ
の
こ
と
は
暴
挙
で
あ

り
、
安
倍
内
閣
と
政
権
与

党
の
立
法
府
の
軽
視
、
議

会
制
民
主
主
義
を
否
定
す

る
行
為
で
す
。

　

安
倍
内
閣
は
明
ら
か
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
あ
き
ら
め

な
い
限
り
、
安
倍
内
閣
の

退
陣
は
現
実
の
課
題
で

す
。

　

想
定
さ
れ
る
総
選
挙
、

参
議
院
選
挙
で
安
倍
与
党

の
議
席
を
大
幅
に
減
ら
す

た
め
「
野
党
と
市
民
の
共

闘
」
を
よ
り
大
き
く
し
、

粘
り
強
く
闘
い
続
け
ま

し
ょ
う
。

　

千
葉
県
内
各
地
で
も

「
市
民
連
合
」
の
結
成
が

進
ん
で
い
ま
す
。
新
社
会

党
千
葉
県
本
部
と
し
て

も
、
全
野
党
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
闘
う
方
向

で
、
各
選
挙
区
で
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
方

針
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

す
。

国会周辺では連日抗議行動

毎月 19 日行動日、6 月は国会議事堂前で共謀罪

法案の強行採決に抗議し、廃案を求めて集会開く

で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
神
戸
で

の
講
演
で
、
自
民
党
の
改

憲
案
を
秋
の
臨
時
国
会
に

提
案
す
る
と
い
い
出
し
ま

し
た
。
現
在
の
第
９
条
を

そ
の
ま
ま
に
、
別
項
と
し

て
「
自
衛
隊
の
意
義
と
役

割
を
書
き
込
む
」
と
い
う

も
の
で
、
公
明
党
の
「
加

憲
」
を
意
識
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
憲
法
の

９
条
と
大
き
く
矛
盾
す
る

条
文
で
あ
り
、
驚
く
べ
き

無
謀
な
改
憲
論
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
改
憲

を
阻
止
し
て
安
倍
内
閣
と

共
に
、
葬
り
去
り
ま
し
ょ

う
。
新
社
会
党
は
皆
さ
ん

と
共
に
奮
闘
し
ま
す
。

新
社
会
党
千
葉
県
本
部
顧
問
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６
月
４
日
、
習
志
野
市

内
で
恒
例
の
「
千
葉
県
団

結
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
団
結
ま
つ
り
は
、

以
前
は
、「
国
労
団
結
ま

つ
り
」
と
し
て
国
労
千
葉

地
方
本
部
が
主
催
し
て
開

い
て
い
ま
し
た
が
、
国
鉄

闘
争
が
和
解
し
た
こ
と
で

発
展
的
解
消
。
ま
た
、
当

時
あ
っ
た
「
国
鉄
闘
争
支

援
千
葉
県
共
闘
会
議
」は
、

五
単
産
運
動
の
母
体
を
残

し
「
国
鉄
闘
争
の
経
験
と

教
訓
を
活
か
す
千
葉
県
共

闘
会
議
（
以
下
＝
県
共
闘

会
議
）」
と
し
て
運
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
こ
の
組
織
が
母
体
と

な
り
実
行
委
員
会
形
式
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
現
在
の
「
県
共

闘
会
議
」
は
、
四
つ
の
単

組
と
四
つ
の
ユ
ニ
オ
ン

（
千
葉
県
高
等
学
校
教
職

員
組
合
・
全
水
道
千
葉
県

水
道
労
働
組
合
・
国
鉄
労

働
組
合
千
葉
地
方
本
部
・

東
日
本
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
合
同

労
働
組
合
千
葉
支
部
、
郵

政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

千
葉
支
部
・
千
葉
ス
ク
ラ

ム
ユ
ニ
オ
ン
・
東
葛
ふ
れ

あ
い
ユ
ニ
オ
ン
・
ユ
ニ
オ

ン
市
原
）
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
「
団
結
ま
つ

り
」
が
始
ま
り
、
共
闘
会

議
や
支
援
団
体
の
仲
間
や

家
族
が
続
々
と
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。第
１
部「
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
」
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
堀
川
議
長

（
県
高
教
組
委
員
長
）
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
つ

い
で
来
賓
の
各
政
党
・
団

体
代
表
が
あ
い
さ
つ
。
新

社
会
党
の
平
良
県
本
部
副

委
員
長
は
「
共
謀
罪
反
対

で
、
党
と
し
て
も
連
日
国

工
事
現
場
差
入
れ
ト
マ
ト
を
丸
齧
り　
　

水
明

　

南
米
ペ
ル
ー
原
産
の
ト
マ
ト
。
日
本
名
で
は

蕃
茄
（
ば
ん
か
）。
日
本
へ
は
千
六
百
年
代
に

中
国
か
ら
渡
来
し
た
ら
し
い
が
、
ま
だ
鑑
賞
が

目
的
で
あ
っ
た
。
食
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
の
ち

の
事
。
そ
の
種
類
は
多
く
世
界
的
に
は
約
八
千

種
類
。
日
本
で
は
凡
そ
百
二
十
種
類
あ
る
。
筆

者
が
解
る
種
類
は
「
桃
太
郎
」
と
プ
チ
ト
マ
ト

く
ら
い
。
丸
齧
り
の
ト
マ
ト
が
よ
く
似
合
う
夏

の
工
事
現
場
で
あ
る
。

地区 会期 会場 連絡先

船橋

7/3 ～ 7

7/11 ～ 8/9

7/29 ～ 30

8/5 ～ 6

8/19 ～ 20

8/26 ～ 28

学校展示（未定）

船橋市役所 1階ロビー

高根台公民館 1階ロビー

二和公民館 3階ロビー

船橋勤労市民センターギャラリー

三山市民センター談話室

047-449-2725 春田

047-449-2725 春田

047-461-1350 開発

047-461-1350 開発

090-3509-8732 吉沢

047-449-2725 春田

習志野

8/5 ～ 9

8/12 ～ 17

8/18 ～ 20

8/24 ～ 27

新習志野図書館

東習志野図書館

モリシア津田沼店 1F

市民プラザ大久保ギャラリー

047-453-3390 図書館

047-473-2011 図書館

047-471-4205 高橋

047-471-4205 高橋

市原

7/3 ～ 14

7/18 ～ 28

8/4 ～ 6

学校（鶴舞小、内田小、南総中）

市原市役所 1階ロビー

五井会館 4階大ホール

　0436-74-2466 鳰川

佐倉 7/28 ～ 30 佐倉市民音楽ホール 043-485-3642 岩崎

千葉

7/7 ～ 9

7/14 ～ 16

7/21 ～ 23

7/28 ～ 30

8/11 ～ 13

小中台公民館

轟公民館

花園公民館

稲毛公民館

京成宮野木団地自治会館

　043-259-5471 工藤

　043-243-7943 菅原

市川 7/22 ～ 23 全日警ホール 047-5403-5002 円谷

野田

8/2 ～ 4

8/19 ～ 20

8/22 ～ 25

野田市役所ふれあいギャラリー

中央公民館

欅のホール

　047-122-0502 田中

松戸 8/2 ～ 6 松戸市民会館 2階ロビー 047-386-4339 篠原

柏 8/25 ～ 27 パレット柏 047-457-7550 林

八千代 8/5 ～ 7 勝田台ステーションギャラリー 090-5514-0878 町山

山武長生 8/4 ～ 6 長生村文化会館 090-7731-8476 政田

銚子 7/21 ～ 23 銚子市市民センター 0479-22-7842 高安

会
周
辺
で
闘
っ
て
い
る
。

ま
た
、
安
倍
首
相
は
国
民

会
議
を
使
い
な
が
ら
家
庭

教
育
に
国
家
が
介
入
し
、

戦
前
教
育
に
戻
そ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
点
で
も
国

会
で
頑
張
ら
な
く
て
な
ら

な
い
」
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
、
お
た
が
い

さ
ま
ユ
ニ
オ
ン
、
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
、
中
央
学
院

大
学
関
係
の
争
議
団
か
ら

闘
い
の
報
告
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
支
援
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
最
後
に
、
千
葉

朝
鮮
初
中
級
学
校
の
金
校

長
が
補
助
金
打
ち
切
り
問

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
出
し
物
は
、

千
葉
朝
鮮
初
中
級
学
校
生

徒
の
民
族
踊
り
、
全
労

協
・
岩
野
浩
明
＆
ツ
ー

ピ
ー
ス
（
日
音
響
）
の
歌
、

遊ゆ
う
そ
う
ぶ
じ
ん

奏
舞
陣
と
明あ

い

の

か

ぜ

日
の
風
合

同
チ
ー
ム
の
よ
さ
こ
い
、

京
成
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演

奏
、
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と

続
き
、
最
後
は
、
各
単
組
・

ユ
ニ
オ
ン
が
景
品
を
出
し

合
っ
て
の
大
抽
選
会
で
盛

り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

連
帯
し
て
闘
う
こ
と
を
確

認
し「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
散
開
し
ま
し
た
。

　

日
比
谷
公
園
の
南
東
の

角
に
日
比
谷
公
会
堂
が

建
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

大
改
修
中
で
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し

１
９
２
９
年
（
昭
和
４

年
）
に
完
成
し
た
当
時
か

ら
芸
術
の
殿
堂
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、

１
９
６
０
年
（
昭
和
３
５

年
）
に
は
当
時
社
会
党
委

員
長
の
浅
沼
稲
二
郎
さ
ん

が
舞
台
上
で
17
歳
の
青
年

に
刺
さ
れ
て
死
亡
す
る
と

い
う
事
件
で
も
有
名
だ
。

　

隣
に
は
野
外
音
楽
堂
が

あ
り
、
様
々
な
集
会
が
開

催
さ
れ
お
馴
染
み
の
場
所

に
な
っ
て
い
る
。
数
年
前

に
は
６
千
人
も
集
ま
っ
て

の
集
会
も
あ
っ
た
が
、
現

在
は
消
防
法
や
ら
防
犯
上

や
ら
の
理
由
で
、
定
員
の

約
３
千
席
分
し
か
入
れ
な

い
。
当
局
側
の
見
え
見
え

な
嫌
が
ら
せ
だ
。

　

こ
の
地
一
帯
は
、
太
田

道
灌
が
築
城
し
た
当
時
は

東
京
湾
の
入
り
江
で
、
海

苔
や
貝
な
ど
を
採
る
漁
村

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ

の
後
家
康
が
江
戸
城
に
入

る
が
、
家
康
は
オ
ラ
ン
ダ

の
航
海
士
で
日
本
に
漂
着

し
て
い
た
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス

テ
ン
（
八
重
洲
の
地
名
の

基
と
い
わ
れ
て
い
る
）
と

の
会
話
で
「
西
洋
の
軍
艦

が
入
り
江
か
ら
大
砲
を

撃
っ
た
ら
城
の
本
丸
に
届

く
か
」「
は
い
、
充
分
に

届
き
ま
す
」
「
で
は
す
ぐ

に
埋
め
立
て
ろ
」。
こ
の

話
が
本
当
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
埋
め
立
て

て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た

の
は
事
実
だ
。

　

皇
居
の
隣
に
あ
る
こ
の

公
園
か
ら
桜
田
門
ま
で
は

歩
い
て
５
分
ほ
ど
。
水
戸

浪
士
が
中
心
に
な
っ
て
井

伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
「
桜

田
門
外
の
変
」
は
、
一
説

で
は
明
治
維
新
を
速
め
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
テ
ロ

は
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う

と
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
が
、
こ
の
際
ど
な
た
か

安
倍
首
相
を
桜
田
門
の
前

に
引
き
出
し
て
首
を
捕
っ

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
ん
な
こ
と
を
書
い

た
ら
間
違
い
な
く
「
共
謀

罪
」
に
問
わ
れ
て
警
察
に

し
ょ
っ
引
か
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分

は
「
黒
塗
り
」
に
し
て
印

刷
し
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
こ
で
川
柳
を

一
句
。　

大
嘘
も
口
が
な
け
れ
ば
話

せ
ま
い　
　
　
　

【
菅
原
】

～
四
季
へ
の
い
ざ
な
い
～

平良県本部副委員長もあいさつ

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

出
し
物
は
盛
沢
山


